
東京アマデウス合唱団

第13回定期演奏会

'9211/7
石橋メモリアリレホール



PROGRAM

二

ハイングッと・シユンソ

Heluめ SchJ″ 4585～ J`72116)

「キリエ、とこしへの御父なる利
Kソ百e Cott Vater in Ewigken SWV420

☆

陽 、ヽいと尊きイエスよ、汝の大いなる愛はすべての人智を超え給ら」
Supereminet omnem sc entiam SWV76

「この大ぃなる秘儀のゆえに、我k神のいつくしみをほめ」
Pro hoc magno mysterio SWV77

☆

デイートノンと・ブクステフーデ

)e餞ぬ Bυx`めυde α´7～170772)

陶使いに告げじめ給へ」
Befiehldem EngeL Dass erkomm

☆

開たに生まれし幼き御刊
Das neugebor'ne Kindelein

マールカントワーメ・シャルノヾ ンティエ

iこ″c■ntolnc Chaコηrlcr a 643～ 17θ4224)

四声と木管、バイオリンによるノエルのための真夜中のミサ」
Messe de Minun a 4 voix、  1lutes et violons pour NoOI

表紙の写■ :合唱団練習会場 早稲田奉仕固スコットホール (都内最古の燎瓦建築です)
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東京アマデウス合唱団は、1980年の倉J立以来、これまで皆様のご支援

をいただきお陰様をもちまして、この度、第13回定期演奏会を開催する

ことができました。

本日のご来場に、心から厚くお礼申し上げます。

さて、今回私達は、久々にモーツアルトを離れて、今から300年前、17

世紀後半に活躍した三人の作曲家のクリスマスに関係する作品に取り組

み、その真髄に触れ、将来の活動に資すべく勉強して参りました。

本日は、Hシュッツ(1585～ 1672)、 Dブクステフーデ(1637～ 1707)、 M―A

シャルバンティエ(1643～ 1704)の作品を演奏いたします。彼らの生きた時

代は、コロンプスのアメリカ大陸到達からのMルターの宗教改革を経て、

ヨーロッパ諸国が「近代Jに向け胎動を始めた頃といえるでしょう。

フランスでは、ヴェルサイユ官殿の建築など、宮廷文化華やかなりし王

政時代でもあります。その一方ドイツでは、庶民の生活Ini境 は疫病や戦

争から多くの人々を死なせ、国土の荒廃を招くなど、非常に昔しかった

ことも事実です。

このため教会の祈 りにおいては Fこの世に生を受けたFH斐 は何なのか。

人生とは何か幸せとは何か。』――結局この世に良いことは何もない。

真の「幸福Jは別の世界ににしかないのではないか。と言った人々のや

りどころのない気持ちが、同時代の作曲家の感性に大きな重みをもって

訴えるところとなったのです。

三人の作曲家の作風はそれぞれ異なっており、特に三十年戦争 (1618

～1648)の戦場となったドイツの二人の作曲家の作品には、その根底に

にの」の詢制 と 財名世⑦ 救いと希望 の対照が流れているのに対し、

フランスの官廷作曲家のシャルバンティエは、民謡の旋律を用いるなど、

楽しげで安らかなクリスマスの雰囲気が伝わってまいります。ここにドイツ

とフランスそれぞれの一断面を見ることができるのではないでしょうか。

このような時代の教会音楽を、今宵私達は演奏いたします。その中か

ら、17世紀のヨーロッパを、皆様にその片鱗でもお感じいただくことが

できましたなら、これこそ私達の至福であります。

来年開催の第14回定期演奏会におきましては、モーツァルトの作品を

取り上げる予定です。団員一同、一層精進に励むことを′さしております。

今後とも、皆llkのご支援を切にお願い申し上げます。

1992年 H月 7日

東京アマデウス合
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団 長 橋 本 克 久
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∠上インソンと シユンツHclrlch sc力 」rz ″,85～ 16721′ 6)
「キリエ、とこしへの御父なる神」は、シュッッがヴァイセンフェルスに開署するようになった

1657気 弟子のクリストフ キッテルの働きで出版された「12曲 の教会聖歌集Jの第1曲で、歌詞
旋律ともにルター派の典礼ミサとして今日も歌われるfons bonitatisの キリエから採られています。

作曲年代は1620年代であると思われます。

「お 、ヽtヽと尊きイエスよ、汝の大なる愛はすべての人智を超え絡 」ゝと「この大なる秘儀のゆえ

に、我、神のいつくしみをほめ」の2曲は、シュッッカザクセン選襴癸ヨハン ゲオルグー
「
のもとで、

宮廷貴族の音楽教師兼礼押堂の楽長として、 ドレスデンIJ雷たは ドイツ皇帝フェルディナンドニ世の
大臣でカトリック教徒のエゲンベルグ候に献呈するために1624年に作曲され、翌1625年にラテン語によ

るモテット集 Cantioncs Sacracと して出版された第一知 0曲の中の第24曲と25曲です。歌詞はアン

ドレーア ムスルクスの徹虔なる祈りの規範と古い聖なる公拠獅Jと題する祈梼集から採られてい
ます。2曲 1雰寸1城っていて、日lalまキリストの受六 十字架上の死 復活による死べつД獅」を背景に、

神格をそなえたキリストカミ人のかたちをとり、この世の私たちのために命を捨てて下さった大いなる

愛を感謝をこめて語り、後者は、その頌栄として歌われるように配慮されています。モンテヴェルディ

風刺 的な脚 唱スタイルで展開しますが、当柚 に渕清豊かで、「天のもろもろの軍類 彼

等および人の子の上に神を見て震へおののくJという部分で、ヴェネチア風のトレモロが見られます。

デイートリンと ブクステフーデDlcttch Bυ xrchυdc rJの 7～ ,7θ 772)
「御使いに告げしめ給え」は、作曲年代を特定する事はできません力ヽ 9月 29日行なわれる大天使

ミカエル、ガプリエル、ラフアエルのためにリューベックで作山されたという説もあり、歌詞は出エジ

プト記
":20の
「見よ、私は使をあなたの前に使わし、あなたを道で守らせ、私が備えた所に導かせ

るであろう。Jと いう、llがモーセに言われた御言葉に基いています。この祝日のための音楽は、戦う

天使を表現するのが普通です力ヽ ブクステフーデの曲では、私達を見P」■り、守っていて下さる天使が強

調されています。

「新たに生まれし幼き御子」は、彼力ヽ 1668年以降リューベックの聖マリア教会で終身オルガン

奏者を務めた時に 待肺 から%に かけてAbent Mu“kψべの音→ という一殖の畑 演奏会を
開いた折に、降誕を祝うために作曲したカンタータで、終山部分で聖年Juk● ahrに言及している点から、
1670年か1695年のどちらか (おそらく後め の年に作曲されたようです。曲の主題は冒頭の前奏でヴア

イオリンによって演奏されへその主題力W昌とオーケストラの間奏でしばしば繰り返され糸山の「幼き
イエスはまことの聖年をもたらし給うJの部分でも変形されて現われます。歌詞に従って表現に工夫が

凝らされ 動きの多様な中に厳然として現われるアダージョ (脚、和らぎて、我らけ と成り給えりJ
Ist COttvcrsohntund unscr FК und,)のん」櫛力平口象的です。
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口声と木管、フヽイオリンによるノエルのための真夜中のミサ」‖ま、

“

∞年代にパリのサン アンド
ワーメ通りにあったイエズス会のサン ルイ教会の真夜中のミサのために作曲されたと考えられていま
す。 ドラランド、リュリイなど自G礼拝堂付作曲家が国王ルイ十四世のミサのために通常の様式のミサ
曲をほとんと書かま 専らモテットを作曲したのに

'す

し、シャルバンテイエは12曲 ものミサ山を遺しま

した。 (う ち1曲は器楽だけのためのもの) 多様性を特徴とする彼の作品群の中でも、このミサ曲は
ひときはユニークで、各章ごとにいくつもの伝統的なフランスのノエルの旋律が使われ、 しかもそれが
器楽とオルガンによって強調されます。例えば、冒頭のキリエを導く前奏C本の木管力斗寅奏する旋律
は、「ヨセフはよくぞエッサイの娘と結婚したものだ。人妻にして処女とは全く前代未聞。椰東力そ こ

に働かれたのだ。……」と続くノエルの旋律を演奏しているのです。グロリア章の中のLudamus tcの

部分では、「さな シャルトルの日那方、不景気な顔嗜しないで、ここに来ておとめマリアからイエス

キリストがお生まれになったこの日を喜α 祝う心になつてくださいよ。家畜小屋の中の牛やロバのそ

ばで生まれて、 ドンドン、その中で寝ておいでになるのを、ララ。Jというノエルの旋律に乗つて歌わ
れるのです力ヽ シヤルバンテイエが1690鋼t初めから1698年まで、シャトル公オルレアン家の音楽教師

であつた関係を反映していると思われます。ローマにならつてヨーロッパ諸国のカトリック教会では、

真夜中のミサ慎夜中過め 、御 ]ミサ (暁が 、日中ミサ (午前中)と三回ミサを降誕祭に行なう習慣が

定着しつつありましたカミ特に真夜中のミサは、ノエル (カ ロツいやオルガン演奏をまじえて、大衆とと

もに歌ミサで行なうのがフランスの宮廷外では一般的でした。この曲は、その雰囲気をよく反映ししか

もミサの進行に従って、影の聖譴 蛯大衆|こ理解させるように構成されているのです。  律 :野口m
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東京芸術大学卒業。同大学院修了。伊原直子,戸田敏子・
藤田道子の各氏に師事。在学中より芸大パッハカンタータ
クラプに在籍し,小林道夫氏の指導のもと,多 くのカンタ
ータを学び演奏する。また芸大定期演奏会ハイ ドン「天地
倉1造」にソリス トとして出演 したのをはじめ,パ ッハ「 ョ
ハネ受難曲」,モ ーツァル ト「ハ短調 ミサ」などのソリス
トを務める。二期会準会員。

東京芸術大学及び東京コンセルヴァトアール尚美ディプロ
マコース卒業。現在東京芸大大学院に在学中。芸大の卒業
演奏会,尚美フレッシュコンサー ト,オペラ「魔笛」「 ジ
ャンニ・ スキッキ」他に出演。オペラや宗教曲,古典から
現代まで, ソロ・ アンサンブルを問わず広い分野で活躍し
ている。岡部多喜子,戸 田敏子,伊藤亘行,青木道子の各
氏に師事

東京芸術大学声楽科卒業。現在同大学院博士後期課程に在
学中。声楽を岡部多喜子,戸田敏子,毛利準の各氏に師事。
バロック期の声楽作品を中心に研究・ 演奏する一方,イ タ
リア近代歌曲までの幅広いレパー トリーで活動している。

中央大学法学部卒業後,1981年東京芸術大学声楽科入学。
渡辺高之助,高丈二,中山悌一,原田茂生の諸氏に師事。
86～ 88年 ミュンヘン音大でエルンス ト・ヘフリガー氏に学
ぶ。 89年国際シューマンコンクール 4位。 90年以来フィッ
シャー・ディスカウ氏に師事。 91年ベルリンフィル・ ジル
ベスター・ コンサー トにソリス トとして出演。現在東京芸
大博士課程在籍中。

東京芸術大学卒業。同大学院在学中。伊藤亘行,原田茂生 .
多田羅迪夫,羽根功二の各氏に師事。芸大メサイヤのソリ
ス トに選抜。モーツァル トのミサ曲,バ ッハのカンタータ
等のソリス トとして多くの合唱団と共演 している。合

'目

指
揮者としても活躍中。

東京芸術大学卒業。ピアノを滝崎鎮代子, クラリネットを
千葉国男,室内楽を細野孝興.オ ルガンを今井奈緒子の各
氏に師事。現在はピアノ伴奏,オ ルガン,通奏低音の他 ,
合唱指導,作曲と幅広く活躍。1981年から当合唱団の伴奏 .
合唱指導を担当。日本オルガニス ト協会会員。

東京芸術大学卒業。同大学院修了。R フィッシャー,
Ph.フ ッテンロッハー,池宮英才,小林道夫の各氏に師
事。「マタイ受難曲」「ヨハネ受難曲」「口短調 ミサ」

「 メサイヤ」などにソリス トとして出演。 91年 にはライプ
チヒ聖 トマス教会にて礼拝式のソリス トで出演。現在東京
バッハアカデミー講師,芸大バッハカンタータクラブ, ヴ
ォイス・ ラボ所属。宗教音楽研究会合唱団指揮者。 1981年
から当合唱団の指導に当っている。

デ ウ ス ア ン サ ン ブ ル

大金和憲 OH)中 野達彦 011)田中淳生 01&V11)
大谷美佐子 01)石井優子 ←n)伊藤恵以子 Oc)桜井 茂

“
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ラrt′ ン、そキrltt Eョ
ツプラノ/伊東茂美 大久保ルミ子 落合直子 桑島加代子
鈴木奈々子 鈴木真澄 須藤佳代子 辻村順子 村松あおい
ア ル ト/伊藤正子 大岩幸子 加藤美穂子 川島淳子
国府田文子 小林真子 近藤むつ子 重泉秀子 高橋理子
辻 敏子 西川正子 野田妙子 平野玲子 宮崎米子
テノール/伊原 宏 片岡 繁 中屋哲夫 松平新太郎
柳沢琢麿 吉田一郎 吉田英人
ベ ー ス/柿沼 暫 菅原定三 根本 剛 橋本克久
野口 碩

揮
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東 京 ア マ



1981 February Mozart:REOu:EM
1981 November Handel:MESSiAH
1982 November Faur6 :REOulEM
1983 September Mozart:KRONUNGS MESSE
1984 September Mozart:REOu:EM
1985 0ctober  Bach :KANTATE Nr■ 06
1986 0ctober  Mo2art:GROSSE MESSE
1987 0ctober Schut2:MttKAIMHE EXEOllEN

1988 December Mozart:VESPERAE
1989 November Mo2art:REOulEM
1991 February  MOzart:LITANIAE

1991 November Mo2art:DOMIN:CuS MESSE

1992 Nov  Charpentier:MESSE DE MINU T'OUR NOEl

東京アマデウス合唱団

含唱団員募集
東京アマデウス合唱団では一緒に歌ってくれる仲間を募集しています。次回の第14回

定期演奏会 (1993年秋開催予定)では,W A モーツァルトの教会音楽に取組みま
す。練習日などは下記の通りです。砦様のお越しを団員一同お待ちしています。

●練 習 :毎週水曜日、PM6:30～ 9:00
0場 所 :早稲田奉仕園・スコットホール

(地下鉄早稲田から徒歩 5分 )

●指導者 :斎藤明生

●会 費 :入団費 l,000円
団 費 3,000円 /月
他に楽譜代等

ガソリンスタンヽ










